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研究紹介の本⽂： 
細胞の中を覗いてみると、温度変化で構造をダイナミックに変化させる⽣体分⼦、或いはそ
の分⼦の規則正しい集合体で溢れている。この温度に敏感で柔らかい要素に溢れる分⼦夾雑
な細胞空間の温度を⾃由⾃在に計測・制御できる技術は、⽣命科学研究に新しい切り⼝を与
える魅⼒的なツールとなる（熱⼒学エンジニアリング）。本申請では、この技術に磨きをか
け、制御できる温度の幅や、加温できる細胞内の場所の多様性の拡張を⽬指す。更に、この
技術を⽤いて、細胞内の化学反応や反応場の熱⼒学的な解析を⾏い、⽣命現象の新しい原理
を探索する。また、サブセルレベルから細胞機能を熱的に制御する技術の創出に挑戦する。 
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